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広重版画より　三島　朝霧

第2461回例会 2026.7.9晴

　こんにちは、本年度第２例会で副会長として挨拶させ

て頂きます川名です。

今年度は前田会長をサポートしながら、来年度にむけて

会長としての心構えを前田会長に教えて頂きながら頑

張っていきたいと思います。

　例会前に早速、前田会長からは挨拶は短くと言われま

したので、これで終わりにしますが１年間よろしくお願い

致します。

幹事報告

山田光洋さん（渡邊聡君のゲスト）
駒井利至さん（赤池君のゲスト）

ゲスト

欠席者　勝俣君、須田君、諏訪部（行）君、田代君、
　　　　二村君、野田君

出席報告
出席総数

前々回 38/50 76.00% 41/50 82.00％
43/49 87.76% 53名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

幹事　杉崎亮慈君

“こんにちは、ようこそ”

1．本日はクラブ協議会です。各委員長の皆様、よろしく

お願いします。

2．次回例会は７月２５日(木)１２：３０　決算報告、委員会

別フォーラムです。

副会長　川名正洋君

森藤君、西川君、室伏君

芦川君、橋本君

おめでとう

会員誕生日

入会記念日

◆秋山君、プログラミング教室で全国大会に今年もエント

リーします。子どもたち頑張っています。応援お願いします。

◆加藤君、本日はアーバンスポーツについて職業社会奉

仕委員会の皆と話し合いを持ちました。今後楽しく良い

方向に行きますように。

◆千葉君、一昨日のこと、歯医者さんで治療中に口を開

けたまま居眠りをしてしまいウイーンというドリルで唇を傷

つけてしまい、昨日までとても腫れてました。ちゃんちゃん。

◆渡邉（真）君、今回も元気に無事にロータリー会費を宇

都宮さんに現金で支払いしました。ロータリー会費を納

められる喜びにスマイルします。

◆窪田君、木村さんに言われたのでスマイルします。

◆古屋君、本日早退します。すみません。

◆木村君、早退しますのでスマイルします。



この一歩を明日のために

（週報担当：小塚英樹）

※残りの委員会は次号に掲載します。

Ｓ Ａ Ａ 　渡邉真生君
〈基本方針〉

気品と風紀を守り、秩序正しく例会が運営され、且つ、親睦が深

められるよう設営する。

〈活動方針〉

1.定刻開始、時間内終了、卓話時間の確保を順守する。

2.発信者、発言者に敬意を払い、また当クラブ訪問のお客様を

歓迎し、良い雰囲気作りを心がける。

3.年４回の席替えを行い、様々な会員同士の親睦を図れるよう

にする。

4.スムーズで効率的に例会が運営されるように、他の委員会と

連携を密に協力し合う。

会員増強維持委員会 委員長　渡邊聡君
〈基本方針〉 当クラブの伝統である親睦と会員相互の協力

を基盤とし、組織的なアプローチによって会員の増強および

維持に努める。

〈活動計画〉

1.5名の会員純増を目指す。

2.クラブ全体で会員増強に取り組む環境を整えるため、クラ

ブ公式LINE等を活用して情報共有を図り、段階的なDX化

を検討する。

3.上記の検討と並行して、例会においても随時経過報告を

実施し、デジタルと対面の両輪でクラブ全体の連携と協力

体制を強化する。

4.増強の基盤を構築し、次年度へ引き継ぐ。

親睦活動委員会 委員長　仲田崇浩君

〈基本方針〉

１．会員並びに会員家族の融和を図れる企画を立案し、その実

現に向けた委員会運営を行う。

２．５５周年特別委員会への積極的協力を行う。

〈活動計画〉

１．例会の受付と週報等配布物の取り扱い

２．スマイルの推進と発表

３．夜間親睦例会の実施

４．忘年家族例会の実施

５．家族親睦例会の実施

６．さよなら例会の実施

７．募金活動の実施

クラブ広報・DX委員会 委員長　小塚英樹君
<基本方針>三島西ロータリークラブの活動を会員、地域社会に

周知していただけるよう尽力する

<活動方針>

１．週報等への掲載資料を速やかに事務局に提出する

２．地域メディア等と連携をし、三島西ロータリークラブの活動を

多くの人に認知してもらう

３．ＳＮＳ、インターネット等の活用をし、多方面へつながる活動

をする

４．ホームページ、週報等のデジタル化を図る

職業・社会奉仕（ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ推進）委員会
委員長　加藤憲勝君

〈基本方針〉

創立55周年という節目の年度に、職業・社会奉仕活動を通

じて、地域社会と青少年への支援を推進してまいります。こ

れまで開催してきたスナッグゴルフ大会では、多くの子どもた

ちの笑顔や世代を超えた交流を見ることができ、「体験の場

を提供すること」の大切さを実感しました。その経験を活か

し、誰もが参加しやすいアーバンスポーツの推進を通じて、

青少年の体験格差を減らし、地域に新たな交流の場を広げ

てまいります。

〈活動計画〉

青少年奉仕と連携し、地域の子どもたちが気軽に参加でき

るアーバンスポーツ体験事業の開催を検討します。また、会

員同士が共に活動し、地域と関わる機会を増やすことで、奉

仕活動の充実だけでなく、クラブの結束と成長にもつなげて

まいります。55周年にふさわしい、未来につながる活動を目

指します。

ロータリー情報委員会 委員長　千葉慎二君

＜基本方針＞

１．RIや地区の情報など、ロータリー活動に有用な情報を収集し

会員に伝える。

２．新会員がロータリーを理解する一助として、ロータリーの目

的、定款、細則、内規などの諸規定やロータリー活動について

の説明を行う。

＜活動計画＞

１．ロータリーの理解促進のための資料を用意し、新入会員の勉

強会、懇親会を開催する。会長・幹事・推薦者の臨席をお願い

する。

２．地区大会や必要な研修会などに参加し、情報収集に努める。

３．クラブフォーラム・卓話などで、理解促進のためのロータリー

情報を提供する。

クラブ協議会

クラブ管理運営委員会 委員長　矢野敏夫君

〈基本方針〉

1.　年間プログラムの作成：クラブ方針に基づき、卓話などのプ

ログラムを作成する。

2.　出席率の向上を目指す：参考となる情報を発信する。

〈活動計画〉

1.　クラブ方針に基づき、卓話などのプログラムを作成する。

2.　なるべく多くの会員に卓話の機会をつくるため、近年の卓話

実績を参考として卓話者を選ぶ。

3.　卓話者には事前の確認を連絡する。

4.　卓話日程の変更は、1ヶ月前までに委員会に報告することを

お願いする。

5.　その他必要に応じ、クラブの効果的な運営を行う。


